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1. 本誌 は､物 性物理 の研 究 を共 同で促進 す るた め､研 究者 が そ

の研 究意 見 を自由 に発 表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した

惰幸臣を速 や か に交換 しあ うことを目的 と して ､毎 月1 [司編 集 ･

刊行 され ます ｡ 掲載 内容 は､研 究論 文 ､研 究 会 ･国 際会議 な ど

の報告 ､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､

プ レプ リン ト案 内､ ニ ュース な どで す ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原月Uと して審査 は行 ない

ませ ん｡但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と

認 め た もの につ いて は､改 訂 を求 め､ また掲 載 は を手巨絶 す るこ

とが あ ります｡

3. 本誌 の掲載論文 を他 の学術雑L誌 に引用 す る と きは､著者 の承.

諸 を得 た上 で prjvatecommunication扱 い に して下 さい○

投稿規定

1. 葉陰誌 のペ ー ジ数 を節約 す るため に原 稿 は極 力簡潔 にお書 き下

さい｡

2. 原稿 は 400字 詰原稿 用紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Jollrnalの投稿 規定 に準

じ､ ミス プリン トが生 じない よ うに適 当 を処 置 を とって下 さい｡

上 ツキ､下 ツキ は特 に給 わ しい ものの み を指 定 して下 さい ｡

英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャの指 定 を忘 れ ない よ うに､ O と a

と′0(ゼ ロ)､tlと nと r ､ C と e､1(エ ル)と 1･(イチ )､.x と
×(カケ )i,)､ U とV等 が一 番 間違 いやす い O,

4. 数式 は 3行 にわた って大 きく書 いて下 さい｡

5. 1行以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数 式等 は必 ず改行

の際 の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい ｡

6. 図の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ 1貞以 内 に入 らない図 は原 則

と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます｡

7. 投稿後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 は原 則 と して作 りませ ん｡ ど う して も別刷 が入用 を場 合

は､投稿 の際七 所要部 数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい ｡ 別 刷 代

は下記 方式 によ り､現金 で納 入 して いた だ きます｡

(郵券 よ る受付 はいた しませ ん｡J

p :物 研 出来 上 り頁数

x :別刷所要部 数

a :別刷 1頁 の代金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送 料

別刷代 金 は別刷 を受 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡

それ よ り遅 れた場 合 には遅 滞追徴 金 を請 求 され るこ とがあ りま

す か ら､御注意 下 さい ｡

9. 原稿 締 切 日は毎 月20日で原則 と して次 月発 行 誌 に掲 載 され ま

す｡



第 3回物性小委員会議事要録

第 3回物性小委員会議事要&1)

日 時

場 所

出 席 者

1977年 2月 16日午後 1時-7時

物性研究所ロビー

横田 (委員長 ),

豊沢.金森,夷隅,長岡 (以上幹事 ),

佐々木,伊達,山田,増山,小林,重桧,勝木,芳田,上羽,

田巻,斎藤,目片,

報告事項

1) 77年国際会議代表派遣 (横田委員長 )

1月22日物研連でこの件の審議が行われることになったため, 1月 8日幹事会を開い

て相談 し,物小委からは (1)統計物理学, (2)固体表面 (3位以下略 )をこの順位で

推すこととした｡

2) 選挙関係 (横田委員長 )

物性研人事選考協議会委員,同共同利用施設専門委員,基研研究部員の選挙が行われ

た｡ その結果に基づき.つぎの各氏を推選した｡ ､

物性研人事委員 :久保亮五,森 肇,伊達宗行,間瀬正一,長岡洋介

物性研共同利用委員 :佐藤清雄,間瀬正一.益田義賀,真隅泰三,伊達宗行,

近桂一郎,渡辺 昂,横田伊佐秋

基 研 研 究 部員 :森 肇,横田伊佐秋,石川正勝,木村 出,糟谷忠雄

(次点,三宅和正,守谷 亨,植村泰忠 )

3)物研連 (金森委員 )

(a) 国際会議代表派遣は統計物理学を2位で推 した｡

(b) 日本における国際会議の開催方法が変ったことについて報告があった｡

(C) oD問題小委から教育研究奨励員制度 (仮称 )について審議状況の報告を受け

た ｡

4) 日米協力科学研究 (斎藤委員 )

77年度から2年計画で

-35-



第 3回物性小委員会議事要録

TheoreticalStudyofNodinearWavesinLatticeandContin血m Systemsが行われる

ことになった｡ 日本側参加者は,戸田盛和 (横浜国大 ),広田良吾 (立命館大 ),和達

三樹 (東戟大 )､斎藤信彦 (早大 )の各氏｡

審議事項

1) 77年国際会議代表派遣について

統計物理学 (8月24- 30日,イスラエル)-の派遣代表者の人選を,久保.豊沢両委

員に委任 した｡

2)物小委の財政 ･組織について

財政担当の真隅幹事から, ｢物小委は現在年間約 30万円の予算でやっているが,こ

れでは年 2回の委員会開催も困難になった｡物小委の費用は物性グループ会員の会費 で

まかなうべきだとの意見もあり,今後どうするかを基本から考える必要が出ている｡｣

との報告があった｡また,田巻委員 (物性グループ事務局長 )から, ｢物性グ/レ-プは

現在 230グループが各 1,000円の会費を支払って運営している｡これでは不十分な上,

未納会費も多く運営に支障をきたしている｡｣との報告があった｡討議の結果,物小委

の財政 ･組織問題については検討を続けることとし,物性グループの会費については,

77年度から会員 5名ごとに 1,000円と変更することを了承 した0

3)特定研究について

横田委員長から ｢前回物小委の決定に基づき,特定研究の提案を求めたところ,つぎ

の3件の提案があった｡｣との報告があった｡(カッコ内は提案者 )

1. 超微粒子物理学 (名大教養.紀本和男 )

2. 核物理学的手段による物性の研究 (東大教養.藤原邦男 )

3. 高速 (重)粒子線と物質系の相互作用 (筑波大.升田公三 ;東大核研.上坪宏道 )

討議の結果.これらの提案について詳 しい資料を得て再検討することとし,また,第 2

期の〆切をもうけてさらに提案をつのり…)それらにっいて次回物小委で検討することと

した｡

4) 物性研将来計画

芳田委員 (物性研所長 )から,物性研将来計画3)について説明があり,討議を行った｡

基本線には賛成の意見が多く出された｡次回物小委でひき続き討議を行 うこととした｡

各委員から出された主なコメントはつぎの通り｡

一 36-



第 3回物性小委員会議事要録

｡ 大計画なので大学学部-の影響 も大きい｡慎重にすすめてほしい｡

｡ 実現すればっぎに,は保持が重要な問題になる｡つぎの世代を拘束する計画なのだか

ら,慎重にすすめてほしい｡

｡ 重点部門以外の個別部門のスタッフには任期をつける必要があるのではないか｡

o 設備が大型になるほど共同利用はしにくくなる傾向がある｡ そうならないような配

慮が必要である｡

｡ 客員部門を広げる必要がある｡

5)物性研究施設群について

"佐々木提案"の具体化が小委員会で検討されていたが,そこでまとめられた "物性

研究施設群 (試案 )"4)が佐々木委員から報告され,それについて討議したい

｡ 物性研究者には支持されると思 うが,外部の人に理解 してもらうには努力が必要で

ある｡

｡ 施設が実績のある大学のみに置かれると,格差をますます広げることになる｡どこ

に置 くかを決めるときは,従来の実績主義にはとらわれない新 しい観点でやってほし

い ｡

o 格差解消のためには経常経費の大巾増額がもっとも必要である｡しかし,この案も

現在例として提案されている学習院大案 (界面物性 ),大阪市大案 (超低温 )のよう

な方向に進むのであれば,格差解消にも役立っと思 うので賛成である｡

o 年限の20年は長すぎる場合もある｡少 くとも5年ごとの見直 しは必要である｡

案の大綱については了承された｡今後,物性グループ会員の意見をきくとともに,物

研連委員 とも討議して,案の具体化の検討を続けることとした｡

(文責 長 岡 )

註 1)詳 しい議事録は物性グループ事務局報 1977.N0.2に掲載される0

2)事務局報 1977.No.114頁参照

3) ｢物性研だより｣

4)事務局報 1977.恥115頁参照
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ニユ-ス

ニ ュ- ス

〔名古屋大学〕

｡ 人のうごき

加 藤 友 彦 氏 (工 ･応物 ) - 福岡工大-

｡ 談 話 会

3月 25日 プラ研 コロキウム

"超高圧物性 一 金属水素の実現 - "

阪大 ･基礎工 川 井 ･直 人 氏

〔東京大学物性研〕

0 人のうごき

人事移 動

4月 1 日 福 山 秀 敏 氏 理論 ∬助教授に着任

井 上 雅 博 氏 筑波大-

小 谷 章 雄 氏 東北大金研-

o 談 話 会

3月 14日 企業における物性研究 -現状 と大学に望むことなど 一

日立中央研究所 渡 辺 宏 氏

〔東京大学教養〕

o セ ミ ナ ー

4月 22日 HChainswithExcludedVolumeandPolymerSolutionsM

(Saclay) desCloizeaux

〔名古屋大学コ

o 物性談話会

4月 26日 "非晶質磁性体の現状''

-38-
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ニュ- ス

o 講 演 会

5月 12日､ "格子統計における分子場近似の拡張について ''

オハイオ大学 田 中 友 安 氏

〔大阪大学〕

o 談 話 会

理 学 部

4月 15日 Chainswithexcludedvolume,andpolymersolutions

(仏 ･サークレイ原子力研究所 )ProfessorJ.desCloizeaux

5月 11日 InelesticX-rayseatteringfromelectronsinsolid

(BellLaboratories) Dr.P.M.Platzman

基 礎 工

4月 25日 超流動 3H｡- Textureなどにっいて

京 大 ･理 恒 藤 敏 彦 氏

-39-



プレプ リン ト案内

プレプ リン ト案内

[東北大 ･工 ･応用物理 ･桂研究室]

Krishan Sud,L E.WrightandD.S.0nley

RadialintegralswithfiniteenergylossforDirac-Coulombfunctions.

NorikazulshimuraandHiroyukiShiba

EffectofthemagneticfieldonthedesCloizeau-Pearsonspin-WaveSPeCtrum･

YoshikazuEndoandTakamalshikawa

CollectivemodesofspineXCitationsandphasetransitionsinaferromagnetwith

single-ionanisotropy.

T.Shimizu

Theoryofrelaxationandfluctuationfrom theinstabilitypoint.

H.N.V.Temperley

OnthetransitionoftheGaussianmodelofanimperfectgas.

TohruMorita

Thermodynamiclimitforarandom IsingmodelontheCayleytree.

∫.S.Reeve,D.D.Bettsand∫.Rogiers

ThemagneticallydiluteXY ferromagnet.III.Twodimensionallattices.

D.D.Betts

Critical propertiesoftheXY model.

D.D.Betts

Universalityof4Heunderpressurenearthesupernuidtransition･

D.D.Betts

Predic山onoftermsin Sequencesrelatingtocollectivephenomenawithapplicationto

latticestatistics,deathstatistics,etc..

J.RogiersandD.D.Betts

Applicationtotherenormalization groupmethodtothes-ixY modelonthe

triangularlattice.
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プレプ リン ト案内

E･EggarterandT･P･Eggarter

Bethe-Peierlsapproximationwithcompetingorderparameters.

Irvin RoyHentzel

Processlngidentitiesbygrouprepresentation.

B･W･SouthernandA･P･Young

Realspacerescalingstudyofsplnglassbehaviorinthreedimensions.

[東大 ･理 ･物理 ･久保研究室]

(259) 14. Ⅰ.D.Lawrite

CutorrCorrectionstoGaussian-HeisenbergCrossoverBehaviour

(260) 17. NagaoOHATA

Self-TrappedElectronsinMagneticSemiconductors

(261) 17. MotohisaTOMINAGA andNagaoOHATA

A MODELFOR THEINSULATOR-METALTRANSITION IN Eu-RICH EuO

(262) 17. C.K.Chiang,R.Spal,A.Denenstein,AJ.Heeger,N.D.MiroandA.G.

MacDiarmidANOMALOUSELECTRICALPROPERTIESOFLINEAR CHAIN

MERCURY COMPOUNDS

(263) 17. DaleL.Peebles,C.K.Chiang,Marshall∫.CohenA.∫.Heeger,N.D.Miroand

A.G.MacDiarmidOPTICALPROPERTIESOFLINEAR CHAIN MERCURY

COMPOUNDS

(264) 17. GiulioCasati,ItaloGuarneriandFaustoValz-Gris

STATISTICALPROPERTIESOFA ONE-DIMENSIONALRADIANTCAVITY

(265) 18. YohtaroUeno

ProofonExistenceorA New OrderinginTwo-DimensionalSpinSystemswith

ContinuousSymmetry

(266) 18. Rol一Landauer

THEROLEOFFLUCTUATIONSIN MULTISTABLESYSTEMSAND IN THE

TRANSITION TO MULTISTABILITY

(267) 25. MasuoSuzuki

ClassicalRepresentationandScalingPropertyoftheRondo,Hubbardand

AndersonHamiltonians

(268) 25. MasuoSuzuki

StaticandDynamicFinite-SizeScalingmeorybasedontheRenomalization

GroupApproach
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プレプ リン ト案内

(1) 1. 士anEassonandCJ.Pethick

TheStressTensorofCosmicandLaboratoⅣ TypeIISuperconductors

(2) 5. E.Levich

KineticsofPhaseTransitioninanIdealandWeaklyIntegratingBoseGas

(3) 7. YuichiKubota,DavidC.Ral1m andSukeyasuS.Yamamoto

StudyofReactionK-+pヰ^+rlNearThreshould

(4) 7. CordonBaym,CJ.Pe仇ickandM.Salomaa

Mobilityoftheelectronbubbleinsupernuid3He

(5) 8. A.YoshimoriandA.Okiji

ExchangeEffectsintheSoftX-RayThresholds

(6) 8. AkioYoshimoriandSatorulnagaki

EffectsofFourSpinInteractionsontheAntiferromagneticStructures

(7) 8. P.C.HohenbergandB.Ⅰ.Halperin

TheoryorDynamicCriticalPhenomena

(8) 18. TerumitsuMorita,HazimeMoriandMichioToktlyama

A ScalingMethodforDerivingKineticEquationsfrom theBBGKY Hierarchy

(9) 23. J.Eckert,W.ThomlinsonandG.Shirane

LatticeDynamicsorFCCHelium atHighPressure

(10) 23. R.J.Birgeneau,J.AlsINielsenandG.Shirane

CriticalBehaviourofPureandSite-Random Two-DimensionalAntiferromagnets

(ll) 25. ChikaoKawabata

MonteCarloSimulationorClassicalXY-Model

(12) 26. SadamichiMaekawaandMasashiTachiki

SoundAttenuationinMagneticMetals

(13) 26. TakeoMatsubara,Yujir-oIwaseandAkitakaMomokita

TheoryofAnharmonicLatticeVibrationinMettallicFineParticles

(14) 26. Self-ConsistentEinstein ModelandTheoryofAnl1armOnicSurfaceVibration.

IOneDimensional Model.

(15) 27. KazumichiNamikawa

LEED InvestigationonTemperatureDependenceorSublatticeMagnetizationof

NiO(001)SurfaceLayers
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編集後記

編 集 後 記

風薫る季節にな りましたが･･-･｡ この号が 5月号だからといって,編集後記 をこん

な風に書き出す と,とんだことになる恐れがある｡ 5月号が実は猛暑の季節に出ること

になるかも知れない,というのがいまのこの雑誌の出版事情なのだからという話 を,は

じめて出た編集会議で聞かされました ｡ 編集後記の季節感だけの問題なら,まあどうで

もいいとして,投稿された論文や記事が,こんな風にいつ 日の目を見るかわからないと

いうのは,やは りたい-ん困ったことです｡ ｢物性研究｣は本来,国内の研究者 の間で

の私的なコミュニケイションを円滑にすることを目的 としているのだと思いますが,こ

のあ りさまでは,この雑誌の上でなにか話そ うとい う気もそがれてしまいます｡航空便

から,はては国際電話までフ/レに活用 しなければ物理がやれないというようなご時世に

即応はしたくないとは思 うのですけれ ど,それにしてもいまのままでは少々のんび りし

すぎです｡やは り,毎月何 日かまでに送 られた論文や記事は,翌月の何 日かまでには読

者のもとに届 くという体制は,こういう種類の雑誌には欠 くことのできないものではあ

るまいかと思 うのです｡ただ,そのことがどうしてもお傘の問題,雑誌代の問題にから

んで来るので,口でそ ういっただけでは解決 しないのが,編集部の悩みの種 というわけ

です｡ いまのところ,即効性の解決策はもってお りません｡しか し,なんとか努力 した

いと考えています｡

自己紹介が遅 くな り失礼いたしました｡ 13年ぶ りに基研に,そ して ｢物性研究｣編

集部に戻って来ました｡ fl.Y.氏に続 く出戻 り第 2号です｡実は, 14年前にこの雑誌

が ｢物性論研究｣のあとを引き継いで創刊 されたときに,初代編集長をやってお りまし

た｡ 最初当事者で,つぎに離れて眺めていて,また当事者になったわけです｡

この経験 を生か して, ｢物性研究｣のお役に立つことができればよろしいが,と考え

てお ります｡読者のみなさんの御指導 と御車達のほど,よろしくお願いいたします｡

(1977.5.10)
Y.N.
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講読規定

個 人講 読

1.会 費 当会 の会費 は前納 制 をとって い ます｡ した が って､ 3月

末 まで に なるだ け 1年間分 会 費 を御 支払 い下 さい｡

なお新 規講読 の場 合 は下記 の会 費以 外 に入 会金 と して､

100円お支払 い下 さい ｡

1年 間の会 費

1st volume 2, 340円

2nd volume 2, 340円

計 4, 680円
(1年分 ま とめて お支払 いが因雉 の向 きは 1 volume分

ずっ で も結 構 です｡)

2 支払 いの際 の注意 :な るべ く振 替用紙 を御 利用 の上御納 入下

さ い ｡

なお通 信 欄 に送 金 内容 を必 ず明記 して下 さい｡

3. 雑誌 購 売者 以外 の代理 人 が購 売料 を送 金 され る場 合 ､必 ず購

読者本 人 の名前 を明記 して下 さい｡

4. 害意代 の支払遅滞 の場 合 :当会 の原 則 と して は､正 当 な理 由 を

く 2Vols.以 上 の譜代 を滞納 されは場 合 には､送 本 を停 止 す る

ことになって い ますので御 留意 下 さい｡

5. 一 括送 本 を受 け る場 合 :個 人 購読 中 に大学 等 で一 括配布 を受

の通知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す｡

6. 送本 先 変更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変更 等送 本先 が変 った場

合 は､必 ず送 本先変更届 を提 出 して下 さ い ｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会費 :学校 ･研 究所 等で の購 言売及 び個 人 で あ って も公費払 い

の と きは機 関 会員 とみ な し､代 金 は､1Vol.4,380円 ､1冊

730円 です｡ この場 合､入 会金 は不要 で す｡学 校 ､研 究所 の会

費の支払 い は後払 いで も結構 で +O しか し購読 申込 み を され る

時 に支払 い に必要 を請 求 見積 ､納 品書 各何通 必要 なの か をお知

らせ下 さい ｡

なお､当 会の請 求 苦類 で は支払 い がで きない様 で した ら､貴

校 ､貴研 究機 関 の請 求 書頬 を送 付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連絡 :発行途 上 あ る volume の購読途 中

中止 は認 め られ ませ ん｡購 読 中 止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐ

らい に中止時期 を明記 して ｢購読 中止屈｣ を送 付 して下 さい ｡
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